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去
る
６
月
21
日
・
22
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
東
日
本

セ
レ
シ
ッ
ト
工
業
会
総
会
な
ら
び
に
西
日
本
セ
レ
シ
ッ
ト

工
業
会
総
会
が
、
岩
手
県
の
新
鉛
温
泉
「
愛
燐
館
」
に
て

開
催
さ
れ
、
総
勢
80
名
超
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

 

第
21
回
東
日
本
セ
レ
シ
ッ
ト
工
業
会
総
会
で
は
、
冒
頭
、

浅
野
目
会
長
よ
り
「
昨
年
20
周
年
記
念
総
会
を
高
知
県
で

実
施
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で

延
期
に
な
っ
た
。
東
の
会
員
各
位
、
西
日
本
セ
レ
シ
ッ
ト

工
業
会
よ
り
、
東
北
を
元
気
に
し
た
い
、
東
北
の
経
済
再

建
に
寄
与
し
た
い
と
い
う
声
い
た
だ
き
、
今
総
会
を
東
北

の
地
で
開
催
で
き
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
被
災
し
た

下
水
処
理
場
の
復
旧
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
応

え
る
べ
く
技
術
の
向
上
に
努
め
よ
う
。
セ
レ
シ
ッ
ト
工
業

会
の
名
称
は
本
日
で
最
後
と
な
り
、
新
た
に
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ

ト
工
業
会
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
名
称

が
変
わ
っ
て
も
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
」
と
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。 

つ
づ
い
て
メ
ー
カ
ー
を
代
表
し
て
弊
社
代
表
取
締
役
社

長
金
井
よ
り
、「
昭
和
電
工
建
材
は
安
心
・
安
全
な
社
会
創

造
に
向
け
、
環
境
重
視
の
製
品
を
開
発
し
て
き
た
。
下
水

分
野
で
水
系
防
食
材
を
販
売
し
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
上
水
用
の
水
系
防
食
材
を
７
月
に
上
市
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
セ
レ
シ
ッ
ト
の
名
称
変
更
に
つ
い
て

は
、
既
に
案
内
し
て
い
る
が
、
今
ま
で
広
く
浸
透
し
て
き

て
い
る
名
称
で
あ
り
、
変
更
す
る
に
し
て
も
早
め
に
変
更

し
、
新
名
称
を
浸
透
さ
せ
て
い
き
た
い
。
セ
レ
シ
ッ
ト
DS

は
セ
レ
ガ
ー
ド
DS
へ
、
セ
レ
シ
ッ
ト
工
業
会
は
シ
ョ
ウ
ゼ

ッ
ト
工
業
会
へ
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。」
と
の

挨
拶
が
な
さ
れ
た
。 

 

議
長
に
大
谷
氏
が
任
命
さ
れ
、
議
事
が
進
行
さ
れ
た
。

議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案
「
平
成
23
年
度
事
業
報
告

お
よ
び
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
」
、
第
二
号
議

案
「
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）」
が
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
、
新
入
会
員
の
紹
介
が
さ
れ
、
株
式
会
社
ア
ク

ア
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
様
、
株
式
会
社
KC
ア
ス
カ
様
（
賛
助

会
員
）
が
新
た
に
会
員
と
し
て
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

ま
た
昨
年
度
弊
社
製
品
の
拡
販
に
貢
献
い
た
だ
い
た
株

式
会
社
ケ
ー
ワ
イ
関
城
様
、
株
式
会
社
レ
ジ
ン
ワ
ー
ク
様

の
２
社
を
表
彰
し
、
金
井
社
長
よ
り
賞
状
・
記
念
品
の
授

与
が
な
さ
れ
た
。 

ま
た
同
時
に
別
会
場
で
、
第
21
回
西
日
本
セ
レ
シ
ッ
ト

工
業
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
、

太
田
会
長
よ
り
「
昨
年
第
20
回

の
節
目
の
総
会
を
東
西
合
同
で

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
開
催
を
断
念
し

た
。
今
年
は
西
日
本
か
ら
の
東
北

へ
の
支
援
を
考
え
て
、
こ
の
岩
手

の
地
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
会
員
各
社
の
ご
協
力
に
感
謝

す
る
。
今
後
と
も
メ
ー
カ
ー
・
商
社
・
施
工
業
者
の
三

位
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
行
き
た
い
。
セ
レ
シ
ッ
ト
の

名
称
が
使
え
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
西
日
本
セ
レ
シ
ッ
ト

工
業
会
が
生
ま
れ
変
わ
る
総
会
と
な
る
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て

メ
ー
カ
ー
を
代
表
し
て
弊
社
建
設
資
材
営
業
部
長
宮
嶋
よ

り
、「
太
田
会
長
か
ら
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
東
西

合
同
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
セ
レ
シ
ッ
ト
の
名
称
変
更
に

つ
い
て
は
、
既
に
案
内
し
て
い
る
が
、
も
と
も
と
セ
レ
シ

ッ
ト
を
購
入
し
て
い
た
ヘ
ン
ケ
ル
社
が
韓
国
で
の
事
業
を

イ
タ
リ
ア
の
マ
ッ
ペ
イ
社
に
事
業
譲
渡
し
た
関
係
で
、
商

標
が
来
年
末
ま
で
し
か
使
用
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

今
ま
で
広
く
浸
透
し
て
き
て
い
る
名
称
で
あ
り
、
変
更
す

る
に
し
て
も
早
め
に
変
更
し
、
新
名
称
を
浸
透
さ
せ
て
い

き
た
い
。
セ
レ
シ
ッ
ト
DS
は
セ
レ
ガ
ー
ド
DS
へ
、
セ
レ
シ

ッ
ト
工
業
会
は
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ
ト
工
業
会
へ
の
変
更
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
る
。
弊
社
と
し
て
も
土
木
・
上
水
・
下

水
分
野
に
力
を
入
れ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
名
称
を
変
更

す
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
更
に
力
を
入
れ
て
行
き
た
い
。

昨
年
水
系
の
防
食
材
を
上
市
し
、
来
月
に
は
上
水
用
も
上

市
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
物
件
も
順
調
に
推
移
し
て

い
る
。
現
状
世
の
中
の
動
向
と
し
て
は
、
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
で
供
給
が
上
回
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に

生
き
残
る
た
め
に
は
、
で
き
る
こ
と
は
３
つ
あ
る
。
①
今

よ
り
も
う
一
段
が
ん
ば
る
②
競
合
他
社
を
減
ら
す
③
差
別

化
し
た
新
製
品
を
開
発
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
弊
社

と
し
て
は
①
②
も
あ
る
が
、
③
に
力
を
入
れ
て
、
皆
様
の

力
を
借
り
て
進
め
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。 

議
長
に
岩
村
氏
が
任
命
さ
れ
、
議
事
が
進
行
さ
れ
た
。 

議
案
審
議
で
は
、
第
一
号
議
案
「
平
成
23
年
度
事
業
報

告
お
よ
び
決
算
報
告
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
」
、
第
二
号

議
案
「
平
成
24
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算

（
案
）」
が
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。 

続
い
て
平
成
23
年
度
表
彰
が
行
わ
れ
、
『
セ
レ
シ
ッ
ト

DS
・
セ
レ
シ
ッ
ト
EP
』
部
門
で
は
、
阪
奈
防
水
工
業
株
式

会
社
様
、
吉
田
建
設
工
業
株
式
会
社
様
、
『
セ
レ
タ
ッ
ク
』

部
門
で
は
、
中
国
商
工
株
式
会
社
様
、
株
式
会
社
応
化
建

材
工
業
様
、『
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ
ト
・
シ
ョ
ウ
ク
イ
ッ
ク
』
部
門

で
は
、
丸
栄
産
業
株
式
会
社
様
、
株
式
会
社
テ
ク
ア
様
、

『
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ
ト
・
ハ
イ
ド
ロ
コ
ー
ト
』
部
門
で
は
、
株

式
会
社
小
西
工
業
様
、
株
式
会
社
関
城
化
学
工
業
所
様
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
表
彰
さ
れ
工
業
会
報
奨
金
が
授
与
さ

れ
た
。
ま
た
各
部
門
で
功
績
の
大
き
か
っ
た
会
員
に
は
弊

社
か
ら
も
報
奨
金
が
授
与
さ
れ
た
。 

平
成
24
年
度
も
同
様
の
制
度
を
設
け
る
こ
と
を
確
認

し
て
、
総
会
は
終
了
し
た
。 

総
会
終
了
後
、
弊
社
内
の
異
動
で
３
月
か
ら
前
任
の
杉

山
所
長
に
代
わ
り
、
大
阪
営
業
所
に
赴
任
し
て
い
る
岩
本

課
長
が
紹
介
さ
れ
た
。 

引
き
続
き
、
弊
社
建
材
技
術
セ
ン
タ
ー
長
の
若
林
よ
り
、

７
月
上
市
予
定
の
『
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ
ト
ハ
イ
ド
ロ
コ
ー
ト
上

水
工
法
』
に
つ
い
て
紹
介
が
さ
れ
た
。 

そ
の
後
、
松
本
洋
一
建
築
事
務
所
の
松
本
様
を
来
賓
に

迎
え
、
合
同
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。 

翌
日
は
二
手
に
分
か
れ
、
ゴ
ル
フ
組
は
、
北
上
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
新
緑
の
中
、
懇
親
を
深
め
、
観
光
組
は
、
TV

ロ
ケ
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
「
え
さ
し
藤
原
の
郷
」
、
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
平
泉
「
中
尊
寺
」
・
「
毛
越
寺
」
を
見

学
し
、
東
北
の
地
へ
少
し
で
も
貢
献
す
る
た
め
に
、
お
土

産
選
び
に
勤
し
ん
だ
。 

 
 

 

 
 

 

東
西
セ
レ
シ
ッ
ト
工
業
会
合
同
総
会
開
催 

新
生
『
シ
ョ
ウ
ゼ
ッ
ト
工
業
会
』
と
し
て 

新
た
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
！ 

中尊寺 金色堂への参道 


